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Ⅲ 課題別普及活動計画

１ 地域課題一覧

課題 課題名 具体的 主たる対 普及対象 担当者 活動 頁

番号 (関連事業) 推進事項 象市町村 期間

１ ○持続する 農産物の安定生産 旭川市 金ケ崎係長 R3～R7 23

地域農業の 渡邉専主

推進 水稲省力化栽培技術の向上 小板専普

・直播の苗立本数確保と移 省力化栽 平山専普

植の健苗育成 培導入農 竹元普指

（０→１→４戸） 家３戸・ 松浦次長

３法人

地域の担い手の育成

法人従業員の水稲栽培技術 ２法人

向上

・習熟度75％以上

（０→２→２戸）

法人従業員の野菜栽培技術 １ 法 人

向上 (従業員

・適正栽培管理項目の達成 ３名)

割合 （０％→０％→75％）

２ 新規作物の もち麦の安定生産 旭川市 １ 法 人 金ケ崎係長 R4～R6 23

導入による ・目標収量(240㎏/10a)達成 （構成員 渡邉専主

法人経営の 構成員戸数（１→４→５戸） ５戸） 小板専普

安定化 平山専普

もち麦の高付加価値化によ 竹元普指

る販路拡大・新規販路

（０→１→３販路）

３ さつまいも さつまいもの収量性向上 旭川市 ＪＡあさ 金ケ崎係長 R5～R7 23

の地域への ・目標収量(2,000㎏/10a) ひかわ 渡邉専主

定着 達成戸数（０→８→12戸） さつまい 小板専普

も部会(2 平山専普

さつまいも消費拡大に向け 0戸) 竹元普指

たPR活動の取り組み 女性部食

・PR活動実施回数 育活動グ

（０→１→２回） ループ

(４名)
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課題 課題名 具体的 主たる対 普及対象 担当者 活動 頁

番号 (関連事業) 推進事項 象市町村 期間

４ ○生産性の 土壌診断活用による収量･品 旭川市 日の出地 星 係長 R3～R7 27

向上による 質の確保 東旭川 域 太田普職

集落営農の ・水稲ケイカル施用による （７戸） 大原普職

発展 収量・品質の確保 吉川主査

（水稲ケイカル施用量22,50 松浦次長

0㎏→22,500㎏→25,000㎏）

担い手の栽培技術向上

・適期管理技術の習得

（レポサク®マスター3.5以

上の農家０戸→１戸→３

戸）

５ 転作田にお ・飼料用子実とうもろこし 旭川市 ＪＡ東旭 吉川主査 R5～R7 27

ける新規作 の適正は種（栽植密度、8,0 東旭川 川畑作協 星 係長

物の安定生 00～10,000本/㎡） 議会飼料

産 （１→４戸） 用子実と

・新規作物導入による輪作 うもろこ

の確立 し作付者

（８→９戸） （９戸）

６ 業 務 用 米 ・「そらきらり」の栽培指標 旭川市 「そらき 大原普職 R6～R7 27

「そらきら に基づく収量の確保 東旭川 らり」栽 星 係長

り」の安定 （10a当たり収量 培農家

生産技術の 623kg→680kg） （１戸）

定着

７ ミニトマト 新品種（SC7-276）の栽培管 旭川市 新品種（S 太田普職 R6 27

の栽培技術 理技術改善による収量の確 東旭川 C7-276） 星 係長

の向上 保 栽培農家

（10a当たり収量5,000㎏確 (２戸)

保農家０戸→２戸）

８ 水稲高密度 高密度播種栽培実施農家の 鷹栖町 高密度播 渡部係長 R4～ 35

播種栽培技 栽培技術向上に向けた支援 旭川市 種栽培導 太田普指

術の定着 ・適正草丈、葉齢移植 （東鷹栖） 入農業者

（０戸→３戸） ( ５戸)

・初期茎数(6/20頃)

300本以上/㎡

(０戸→３戸)
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課題 課題名 具体的 主たる対 普及対象 担当者 活動 頁

番号 (関連事業) 推進事項 象市町村 期間

９ ○労働生産 省力化技術の導入と拡大 鷹栖町 鷹栖町北 渡部係長 R3～R7 35

性の高い中 ・施肥省力技術の導入支援 斗地区 吉田専主

山間地域農 （導入ほ場の労働時間と直 (11戸) 柴村専普

業の実現 接費用削減農家戸数 ０戸 太田普指

→０戸→２戸） 松浦次長

・高密度は種栽培体系の確

立 （０→０→１）

・スマート農業導入に向け

た支援

（導入農家数の増加０戸→

１戸→２戸）

転作作物の導入と栽培改善

・大豆の安定栽培（基本的

栽培技術の実施 実施評価

点数 70点 ０戸→３戸→

４戸）

（地域平均収量確保の農家

数０戸→３戸→４戸）

10 きゅうり新 新規作付農家の栽培安定に 鷹栖町 あったか 吉田専主 R5～ 35

規栽培農家 向けた栽培管理指導 ファーム 柴村専普

の技術力向 ・適正な栽培技術６項目の 卒業生

上 実施率(０→80%) (10戸)

・所得目標達成農家戸数 ・R6年度

(４戸→６戸) 就 農 者

(２戸)

・R2～5年

度就農者

(８戸)

11 ○新たな栽 省力化技術導入による労働 当麻町 当麻町緑 白井係長 R3～R7 57

培技術を活 軽減 郷1-1区、 田中主査

用した持続 ・水稲の省力化技術の導入 1-2区 草野主査

可能な農業 拡大 (８戸) 野原専普

経営の確立 省力化技術導入面積(開始 堀田専普

年44ａ→現況4,450ａ→目 平川専普

標4,800ａ） 井村専普

若手・女性農業者のスキル 道畑普指

アップ 松浦次長

・土壌分析に基づく施肥設

計の習得（開始年０名→現

況０名→目標２名）

・女性農業者の研修会参加

率の向上（開始年40％→現

況40％→目標60％）
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課題 課題名 具体的 主たる対 普及対象 担当者 活動 頁

番号 (関連事業) 推進事項 象市町村 期間

12 園芸品目の 園芸品目における土壌病害 当麻町 当麻町そ 草野主査 R4～R6 57

適正な土壌 の拡大防止及び防除対策の 菜研究会 道畑普指

病害対策技 定着 Ｒ５土壌 白井係長

術の定着 ・まん延防止対策６項目以 病害感染

上実施戸数 確認農業

(現況０戸→目標３戸) 者(４戸)

13 よりクリー 発生予察に基づく防除体系 比布町 比布町特 白井係長 R6～R7 57

ンな水稲栽 の実践 別栽培米 平川専普

培体系の確 ・予察実施農業者数 部会員 田中主査

立 (現況２戸→目標４戸) （８戸）

14 いちご栽培 より高度な栽培管理の適正 比布町 冬いちご 道畑普指 R6 57

の安定化 化（養液・温度・草勢管理 生産法人 白井係長

(「ぴっぷい の実施） (１法人) 田中主査

ちご」再振 (現況０→３項目) 草野主査

興ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

課題）

15 田畑輪換に 水田転作畑の土壌物理性の 愛別町 実証栽培 井村専普 R6～R7 58

よる輪作体 向上 法人 平川専普

系の検討 ・水稲無代かき栽培後の大 （２法人） 堀田専普

豆及び大豆間作小麦栽培 野原専普

（現況１→目標延べ４事例） 田中主査

白井係長

16 酪農経営の 飼養管理の改善による生産 上川町 酪農法人 野原専普 R6 58

安定化 性の向上 （１法人） 田中主査

・部門別担当間の理解度70

％以上(現況0→目標３ﾁｰﾑ)

17 秋まき小麦 秋まき小麦種子の安定生産 上富良野 秋まき小 南 専主 R6 73

種子の安定 ・は種量・起生期窒素追肥 町 麦種子栽 佐藤係長

生産 量改善戸数（６戸→12戸） 培農家

※は種量6kg/10a以下又は (18戸)

追肥量5kg/10a以下

18 ○次世代へ 主要作物の安定的な収量・ 中富良野 旭中 佐藤係長 R3～R7 73

つなぐ足腰 品質の確保 町 北三地区 南 専主
の強い農業 ・省力化・コスト低減技 (６戸） 今村普指
技術の基盤 術の検証と活用 佐藤普指
づくり 省力化・コスト低減技術 井上普職

の実践面積 釣谷支所長
（6.8ha→9.0ha→9.8ha）
・畑作物の安定生産
秋まき小麦の施肥改善
（０戸→０戸→１戸）

経営管理能力の向上による
経営力の強化
・経営改善プランの
作成・実践

（０戸→６戸→６戸）
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課題 課題名 具体的 主たる対 普及対象 担当者 活動 頁

番号 (関連事業) 推進事項 象市町村 期間

19 新規就農者 基礎的な農業技術習得 中富良野 新規就農 佐藤係長 R6 73
の農業技術 ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ活動、ｱｸﾞﾘﾒｯｾｰ 町 者 南 専主
習得 ｼﾞ発表人数 (６名) 今村普指
（中富良野 （０→６名） 佐藤普指
町産業担い 井上普職
手サポート
事業）

20 ほ育育成セ ・暑熱時における牛舎内環 支所一円 ほ育育成 田村主査 R6 73

ンターの暑 境の現状把握および対策の センター 佐藤係長
熱対策支援 検討 株主

（効率的暑熱対策の実践 （21戸）
０→１事例）

21 ○迷いない 生産性の高いほ場づくりの 富良野市 老節布北 桂川係長 R3～R7 89
営農で地域 推進 進(９戸） 田村主査
を拓く ・改善作業の実施 木村専主
（水利施設 （改善技術の拡大実 施戸 佐藤専職

等保全高度 数（戸）０→０→９戸） 石井普職

化事業畑地 坂原普職

帯総合整備 営農ビジョンの検証 新村普職

事業（中山 と実践 釣谷支所長

間地域型）） ・営農シミュレーション実

施と問題点の課題化

（課題化戸数（戸）０→０

→８）

家族内技術力平準化

・女性農業者の習得 技術

向上

（講習会の開催（回）０→

２→２）

22 ほ育育成セ ・暑熱時における牛舎内環 支所一円 ほ育育成 田村主査 R6 89

ンターの暑 境の現状把握および対策の センター 桂川係長

熱対策支援 検討 株主

（効率的暑熱対策の実践 （21戸）

０→１事例）

23 トマト新規 トマト新規参入者の栽培管 美瑛町 就農３年 田中専普 R5～R6 99
参入者の定 理技術の適正化 以内のト 岡元係長
着支援 ・適正な栽培管理技術の習 マト新規

得（０名→２名） 参入者

(５戸)
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課題 課題名 具体的 主たる対 普及対象 担当者 活動 頁

番号 (関連事業) 推進事項 象市町村 期間

24 ○びえい農 永続的な畑地利用の実践 美瑛町 赤羽地域 岡元係長 R3～R7 99

業ＳＤＧｓ ・経営条件を踏まえた輪作 (10戸) 田中専普

への挑戦 体系の再構築 佐藤専普

（小麦連作面積５％低下 井口普指

０戸→０戸→２戸） 福屋支所長

・持続的営農活動のための

経営課題解決

（課題取り組み農業者

０戸→６戸→10戸）

次世代を担う農業者の経営

管理能力育成

・経営分析結果に基づいた

経営改善計画の検討

（経営改善方策の試行

０戸→２戸→２戸）

25 秋まき小麦 イヌムギ除草対策の確立 東神楽町 イヌムギ 大沼係長 R5～R7 111

ほ場におけ ・除草剤の体系処理農家数 発生農家 重盛専普

るイヌムギ （０戸→１戸→２戸） (４戸)

除草対策の

確立

26 ○水稲を核 高品質米生産割合と収量性の 東川町 主要水稲 大沼係長 R3～R7 111
とした農業 向上 栽培農家 小笠原専主

経営の安定 ・高品質米の収量性向上 （11戸） 水沼専普

化！ (技術改善実施戸数 重盛専普

０戸→５戸→７戸) 福屋支所長

・透排水性改善による乾田

化の促進と稲わら処理の適

正化

(透排水性改善実施農家数

０戸→２戸→５戸)

担い手の育成と交流の推進 後継者の

・地域内における栽培技術 研修会

情報交換の推進 参加農家

(水稲栽培研修会の学習技 （５戸）

術実践農家戸数

０戸→２戸→４戸)

・資材の費用対効果確認に 水稲栽培

よる生産コストの見直し 主要農家

(資材費見直し農家戸数 (11戸)

０戸→０戸→２戸)
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課題 課題名 具体的 主たる対 普及対象 担当者 活動 頁

番号 (関連事業) 推進事項 象市町村 期間

27 幌加内町産 枝肉格付上物率 幌加内町 幌加内町 林 主査 R6～R7 125

稲給与によ （前年対比100％以上） 黒毛和牛 千川係長

る肉牛ブラ 飼養農家 鎌田普職

ンド化の推 (１戸)

進

28 ○持続的で 畑作物の安定生産 士別市 士別市 千川係長 R3～R7 125

収益性の高 畑作物の安定生産技術の実 温根別町 林主査

い温根別農 践 北線地区 佐竹専主

業の確立 ・春まき小麦初冬まき栽培 (８戸) 植草専普

の安定生産（１戸→１戸→ 鎌田普職

４戸） 牧川普職

・新規輪作品目の導入（０ 高田支所長

→０→２）

地域を支える担い手の育成

作業受委託組織運営の円滑

化

・作業受委託組織法人化

（０→０→１件)

29 新規参入者 就農後の技術習得支援 士別市 士別市 千川係長 R5～R7 125
の技術 ・各戸の技術的課題の習得 新規参入 佐竹専主

習得 （目標達成数０→２事例） 者 植草専普

(１名・

１法人)

30 耕畜連携に 畑作農家における飼料用と 士別市 士別市川 植草専普 R6～R7 125

よる輪作体 うもろこし栽培の推進 西地区畑 林主査

系の改善 （飼料用とうもろこし栽培 作 農 家

農家戸数１→１→２） （４戸）

31 ○土地生産 主要作物の生産性向上 剣淵町 剣淵町東 山口係長 R3～R7 137

性の維持に ・水稲栽培の省力化技術導 町南地区 立浪専普

よる農業の 入戸数 （25戸） 木村専普

確立 （０戸→３戸→４戸） 河野普職

地域の将来構想確立 高田支所長

・経営シミュレーションの

実施戸数
（０戸→１戸→２戸）

・農地利用の将来構想共有

（検討会）

（０回→２回→３回）

32 特産野菜の かぼちゃ良食味品種の安定 和寒町 品種「ブ 河野普職 R4～R6 137
生産性向上 生産 ラックの 立浪専普

・適正株間による定植実施 ジョー」
戸数の増加 栽培農家

（７戸→９戸) （15戸）
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課題 課題名 具体的 主たる対 普及対象 担当者 活動 頁

番号 (関連事業) 推進事項 象市町村 期間

33 ○持続可能 収支計画に基づく農業経営 名寄市 名寄市智 風間係長 R3～R7 147

な経営体の の実践 恵文瑞和 久保専普

育成による 収支計画(農業所得)の達成 地区 山本普指

魅力あるゆ 法 人( - →130%→100%） （１法人 吉岡普指

とり農業の 個人Ａ(90%→171%→100%) ・２戸） 小野普指

実現 個人Ｂ(83%→110%→100%) 後藤主査

鴨下主査

法人経営における作業体系 小泉支所長

の確立

女性構成員・従業員の休日

取得日数

( - →89日/年→100日/年）

土壌改良による土づくりの

推進

有機物施用効果の確認

(０→１→３)

34 新規作付者 規格率の向上 名寄市 JA道北な 鴨下主査 R6～R8 147

のスイート 適齢苗の移植 よろスイ 風間係長

コーン栽培 (－→４戸) ートコー 山本普指

技術の向上 ※R６は新規作付け者 ン部会

４名を中心に活動 （116戸）

35 酪農経営の ほ育・育成牛の飼養管理技 名寄市 名寄市乳 後藤主査 R3～R6 147
生産性の向 術の改善 検組合員 風間係長

上 (１→２） （８戸） あ

飼料作物の安定生産に向け

た技術導入

(２→３)

36 秋まき小麦 製品歩留の向上 名寄市 名寄市智 久保専普 R4～R6 147

の安定確収 生育量に合わせた窒素施肥 恵文地区 小野普指

の実施 秋まき小 あ

（９戸→15戸） 麦生産者

※R5は核となる15戸を中心 （37戸）

に活動 麦・大豆

協議会役

員(４戸)
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課題 課題名 具体的 主たる対 普及対象 担当者 活動 頁

番号 (関連事業) 推進事項 象市町村 期間

37 ○ライフス 将来設計に基づいた農業経 美深町 川西地区 谷 係長 R3～R7 169

テージに合 営の推進 (７戸１ 真嶋主査

わせた経営 ・軽労働化に向けた飼養 法人) 村上専主

の構築 管理、収穫作業の定着 長谷専主

（０戸→０戸→１戸・１法 尾崎普職

人) 菊地支所長

・軽労働化に向けた作物

栽培方法の実践

（０戸→０戸→３戸）

・地域農業維持に向けた

検討

（０回→２回→２回）

38 フルーツト 新たなＩＣＴ機器を活用し 下川町 ＩＣＴ機 長谷専主 R5～R6 169

マト栽培に た栽培技術の検討 器導入農 尾崎普職

おけるＩＣ ・環境改善の実施 家及び導 谷 係長

Ｔ機器の活 (０戸→２戸) 入志向農

用 家

（５戸）

39 新規参入者 生乳生産量の確保 美深町 就農３年 村上専主 R6 169

の経営安定 ・営農計画乳量達成農家 中川町 未満の新 谷 係長

化 （０→４戸） 下川町 規参入者

（４戸）
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２ 広域推進事項一覧

業務 推進事項 主たる対 普及 担当者 活動 頁
区分 (関連事業) 象市町村 対象 期間

担い手 担い手及び農業組織の活動支援 管内 岡元主査 R3 176
・地域農業を支える多様な人材への 一円 若宮主普 ～R7
支援 金ケ崎係長

田村主査
大沼係長
山口係長
風間係長
真嶋主査
（地域係全員）

・管内における組織経営体と地域農業 管内 岡元主査
支援組織の育成・強化 一円 若宮主普

金ケ崎係長
田村主査
大沼係長
山口係長
風間係長
真嶋主査
（地域係全員）

情報・ 技術情報の共有化の推進 管内 竹村主査 R3 180
クリーン・ ・情報の共有化と有効活用 一円 上田主普 ～R7
有機 ・効果的な情報発信 渡部係長

桂川係長
岡元係長
千川係長
鴨下主査
村上専主
（地域係全員）

環境保全型農業の推進 管内 竹村主査
・安全・安心な農畜産物生産の推進 一円 上田主普
・有機農業生産者のネットワークに 田中主査
よる有機農業の普及推進 佐藤係長

岡元係長
千川係長
鴨下主査
長谷専主
（地域係全員）

高付加 地域の特徴を活かした高付加価値化の 管内 松田主査 R3 184
価値化 推進 一円 若宮主普 ～R7

・高付加価値化に関する情報収集 吉田専主
・情報を活かした高付加価値化への 佐藤係長
支援 小笠原専主

林 主査
風間係長
長谷専主
（地域係全員）
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